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計画の名称

項目 評価細目 評価 説明欄

【課題】

・非効率な漁業活動と水産資源の減少

・安全安心で快適な漁港、漁村の形成が急
務

【目標】

・水産業の効率化と水産資源の生産力向上

・漁港、漁村の安心安全の確保

・磯根資源等の資源量・生産量の増大

【関連計画】

・京都府圏域総合水産基盤整備事業計画

・丹後沿岸海岸保全基本計画

・整備計画の目標と定量的指標は
適切に設定されているか。

・事後評価ができる適切な指標と
なっているか。

【定量的指標】
・竜宮浜漁港海岸において、海岸保全施
設の整備を行ない、波浪等による越波・
飛沫被害から背後地を防護することを目
指す。
・栗田漁港海岸において海岸保全施設の
整備を行い、波浪等による飛沫被害等か
ら背後地0.7haを防護する。
・伊根漁港海岸において海岸保全施設の
整備を行い、波浪等による海岸侵食被害
から背後地0.5haを防護する。
・舞鶴市の２漁港海岸において、海岸保
全施設の長寿命化を図るため、老朽化対
策工事を行い、維持管理・更新等に係る
ライフサイクルコストの縮減を行う。
・宮津市の２漁港海岸において、海岸保
全施設の長寿命化を図るため、長寿命化
計画を策定し、維持管理・更新等に係る
ライフサイクルコストの縮減を行う。
・京丹後市の４漁港海岸において、海岸
保全施設の長寿命化を図るため、長寿命
化計画を策定し、維持管理・更新等に係
るライフサイクルコストの縮減を行う。
・伊根町の３漁港海岸において、海岸保
全施設の長寿命化を図るため、長寿命化
計画を策定し、老朽化対策工事の実施に
より、維持管理・更新等に係るライフサ
イクルコストの縮減を行う。
・京都府沿岸において、着定基質を0.5ha
設置し、そこで生産される海藻類による
チッ素・リン等の栄養塩の固定により、
沿岸海域の水質保全を図る。
・舞鶴市の３地区において、漁業集落排
水施設の長寿命化を図るため、機能保全
計画を策定し、機能保全工事の実施によ
り、維持管理・更新等に係るライフサイ
クルコストの縮減を行う。
・伊根町の２地区において、水産飲雑用
水施設の長寿命化を図るため、機能保全
計画を策定し、維持管理・更新等に係る
ライフサイクルコストの縮減を行う。
・成生漁港において、漁業就業環境の改

善を図るため、漁具干場710m
2
の拡大を目

指す。
・田井栗田漁港において、漁船11隻を荒
天時に安全に船揚げできる船揚場を整備
し、漁業就業環境の条件を整え、漁業担
い手を確保する。

地元の理解が得られ、事業実施への機運
も醸成されている。

判定 適正

農山漁村地域整備計画事前評価調書

豊かな丹後の海と漁村地域づくり計画（その２）

目標の妥当性

・地域の課題に適切に対応する目標と
なっているか。
・関連する計画との整合性が図られてい
るか。

【対象事業】
・海岸保全施設整備事業（高潮）
・海岸保全施設整備事業（侵食）
・海岸保全施設整備事業（海岸堤防等

老朽化）
・水域環境保全創造事業
・漁業集落環境整備事業
・漁村再生交付金事業

適

整備計画の
実現可能性

・整備計画の内容は事業実施可能性が十
分検討されているか。

適

事業実施に必要な技術的条件や自然的条
件などから検討して実施可能な計画となっ
ている。

整備計画の
効果・効率性

適

海岸背後地の防護面積や係留漁船隻数等
を具体的な数値として設定しており、個々
の事業完了時に事後評価ができる適切な指
標となっている。


